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感染性胃腸炎の週別発生状況（2003年～2013年第46週現在）
－全国3000箇所の小児科定点より報告－
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感染性胃腸炎の都道府県別定点当たり
報告数推移（2013年第44～46週）

都道府 前 報告数 も増 が れ す 府

18.0

感染性胃腸炎の都道府県別定点あたり報告数の推移（2013年第44～46週）
☆45都道府県で前週の報告数よりも増加がみられています。大阪府
は第44週以降3週連続で増加しています。
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発生動向のまとめ①発 動 ①

• ウイルスの抗原性が変化したと推定される昨シーズンと比較
して 今シ ズンの患者報告数の上昇は れまでのと ろ緩して、今シーズンの患者報告数の上昇はこれまでのところ緩
やかである

• しかし、第46週は前週と比べて急増がみられており、例年通
り12月の流行のピークに向かって流行は本格化してくるものり12月の流行のピ クに向かって流行は本格化してくるもの
と予想される

• 今年もノロウイルスの流行には注意が必要である
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インフルエンザの発生動向
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インフルエンザのシーズン別の定点あたり報告数の週別推
移（2002/2003年シーズン～2013/2014年シーズン
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インフルエンザのシーズン別の定点あたり報告数の週別推
移（2002/2003年シーズン～2013/2014年シーズン
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インフルエンザウイルス検出状況
（2012年第36 2013年第35週）
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2012/2013シーズンインフルエンザウイルス検出状況（2012年第36～2013年第35週）

（2012年第36～2013年第35週）
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総検出報告数=6,566



インフルエンザウイルス検出状況
（2013年第36 2013年第46週）
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2012/2013シーズンインフルエンザウイルス検出状況（2013年第36～2013年第46週）
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総検出報告数=68



インフルエンザウイルスの週別検出状況

インフルエンザウイルスの週別の検出状況（2013年第36～2013年第46週）

（2013年第36～2013年第46週）
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大阪府済生会中津病院薬局サーベイランス「URL：http://www.syndromic-surveillance.net/yakkyoku/index.html



薬局サーベイランスによるインフルエンザによる
推計受診患者数の日別推移（全国）推 受 数 推

大阪府済生会中津病院 2013年9月1日～2013年11月25日



発生動向のまとめ①

• 2012/2013年シーズンのインフルエンザの定点当たり報告数は2012年第43
週以降14週連続して増加して2013年第4週にピーク（定点当たり報告数週以降14週連続して増加して2013年第4週にピーク（定点当たり報告数
36.44）を迎え、その後は減少が続いて第22週に定点当たり報告数は0.70と
1.00を下回った

• 今シーズンも11月に入って患者報告数は右肩上がりとなってきており、この
ままのペースで行くと昨シーズンと同様に12月に流行宣言となる可能性がままの スで行くと昨シ ズンと同様に12月に流行宣言となる可能性が
高い

検 ず が ズ• これまで検出されたウイルスの数はまだわずかであるが、今シーズンはイン
フルエンザA（H1N1）pdm2009の検出割合が昨シーズンよりも高くなってい
る

• 今シーズンも冬期を中心にインフルエンザの流行が日本国内で発生していく
ものと予想されるが まだどのインフルエンザウイルスが流行の主流を占め

大阪府済生会中津病院

ものと予想されるが、まだどのインフルエンザウイルスが流行の主流を占め
るのかについては全く予想はできない



間もなく再開さ間もなく再開さ
れます！れます！
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風しんの累積報告数の週別推移
（2009年 2013年第43週）（2009年~2013年第43週）
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風しん発症者の性別グラフ

男性男性

女性
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2012年第1週~2013年第39週までに

感染症発生動向調査に報告された

風疹とCRS患者数の推移症
例
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CRS 風疹 報告週

出典） 国立感染症研究所FETP：伊東宏明先生



人口100万人当たりでは？
（2013年第1～43週）（2013年第1～43週）

大阪府済生会中津病院 ☆大阪府は全国で第1位です！



2013年の先天性風しん症候群0 3年の先天性風しん症候群
の報告（10月9日現在）：n=16
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今流行に関連のある2012年42週~2013年39週に報告の
CRS児母親の風疹罹患歴・ワクチン接種歴の分析（n=18）

感
東京5例、神奈川3例、兵庫2例、大阪2例、

感染地域
東京5例、神奈川3例、兵庫2例、大阪2例、
愛知2例、埼玉2例、香川1例、千葉1例

母親の妊娠中の母親の妊娠中の
風疹罹患歴

あり 12人、不明 4人、なし 2人

妊娠週数 中央値9週（5 17週）妊娠週数 中央値9週（5~17週）

母親の風疹ワクチ
接種歴

あり 1 不明 8 なし 9
ン接種歴

あり 1、不明 8、なし 9

大阪府済生会中津病院出典） 国立感染症研究所FETP：伊東宏明先生（一部改変）



報告されたCRS児の障害（n=18）報告されたCRS児の障害（n=18）
3主徴のうち• 3主徴のうち
白内障 2例（11％）

性心疾患 例先天性心疾患 12例(67%)
難聴 7例(39%)( )
3徴合併 1例
先天性心疾患・難聴の2徴合併 1例

• 他の症状としては、色素性網膜症（1例）、紫斑（7例）、脾腫（2例）
、小頭症（3例）、精神発達遅滞（1例）、X線透過性の骨病変（1例）、小頭症（3例）、精神発達遅滞（ 例）、 線透過性の骨病変（ 例）
、生後24時間以内に出現した黄疸（3例）が認められた例があった
（重複含む）。

大阪府済生会中津病院 出典） 国立感染症研究所FETP：伊東宏明先生



CRS18例のまとめと考察CRS18例のまとめと考察

• 風疹罹患の明らかでない母親6例（不明4例、なし2
例）罹患時の妊娠週数 中央値9週(5-17週）例）罹患時の妊娠週数 中央値9週(5 17週）

• 母親のワクチン歴なし 9例
• 障害：先天性心疾患のみ10例、難聴のみは5例
• 最頻の障害として知られる難聴のみの報告少なく最頻の障害として知られる難聴のみの報告少なく
、未診断・未報告例多い？

• 風疹罹患後よりCRS児の出生まで20～30週程度• 風疹罹患後よりCRS児の出生まで20～30週程度
の時間差⇒CRSの報告は今後、増加の可能性

大阪府済生会中津病院出典） 国立感染症研究所FETP：伊東宏明先生（一部改変）


